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• 医療提供体制の改革 （２０００年代）
厚生労働省初の医療ビジョン、21世紀医療提供の姿
病床の機能分化・機能連携

• 社会保障・税一体改革 （２０１０年代）
公費の投入で医療機能を強化 （消費税）
治す医療から、治し・支える医療へ

・ コロナを経て、医療体制の再構築（Keyword かかりつけ医機能、高度急性期）

世界が注目する最先端の医療介護の仕組み
＝ 地域包括ケア

医療の在り方そのものの改革 → 国民皆の課題
まちづくり、地域づくり → 自治体・地域を巻き込んだ課題

世界標準の医療体制
高度医療へのアクセス確保
（継続・さらに深化）
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これまで、これからの医療政策

継続新規・進化

新規・再構築（リスタート）





地域医療構想の課題（私見）
• 病床数が主な目標 → その地域の医療の在り方

• 病院が参加する「調整会議」→ 入院外来を通じた機能分担

• 地域の核となる病院不在 → 地域の中核拠点の責務を明示

• 感染症等緊急時対応 → 余裕と転用の準備を織り込む

• ICUの不足 → 高度急性期の定義見直し

• 外来と在宅の視点の欠如 → トータルで面的な医療提供

システムとしての医療へ向かって行くべき
（個人や個々の病院への動機付けやペナルティではなく）
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かかりつけ医機能の２分類（私案）

• 健康情報の一元的把握 （登録時）
• 家族情報・健康履歴（病歴）の把握 （登録時）
• 健診・健康相談 （年1回）
• ワクチン （必要時）
• 発熱外来 （必要時）
• オンライン診療・オンライン健康相談
• 救急相談（救急車を呼ぶかどうか）

＋
• 24時間対応（ネットワーク、機能連携、グループプラクティス等による）
• 服薬の一元管理及び処方整理（他の処方医への連絡・要請を含む）
• 在宅医療（往診・定期的訪問診療）
• 医療介護連携、チーム医療、ケアマネ等との連携
• ACP (アドバンスト・ケア・プランニング）

かかりつけ医機能 Ⅰ

かかりつけ医機能 Ⅱ
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かかりつけ医機能に係る診療所・病院の機能分化・機能連携（イメージ）

地域包括ケア機能・医療介護連
携拠点機能を備えた
診療所や病院

患者・住民

消防
（救急搬送）

①初診
（初回面談）
②受診・相談

【高度急性期機能】
高度・広域急性期
を担う医療機関

①健康指導
②診察
③相談応需
④紹介

連携

①相談
①診療所を紹介
②又はかかりつ
け機能を担う

他の診
療所

連携

24時間体制

受診・相談等 診察等

必要に応じ
紹介
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連携医療機関のネットワークで対応

かかりつけ医機能を
核として担う診療所

（又は地域密着型病院）
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